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１．地域流通業（小売業、卸売業、消費財製造業）の課題 

M&Aや合従連衡により、大手中堅小売業・卸売業・消費財製造業が増加し、 
地域小売業・卸売業・消費財製造業が減少している。 
 
一方で、いぜん、地域小売業・卸売業・消費財製造企業の占める割合は高く、 
近くのお店、地域商品のニーズは低下するどころか、高まっている。 

 
IT投資、運用能力に乏しく、販売管理費（人件費）が高い。 
 
地域小売業は 専業以外の商品カテゴリのMD能力、人材が確保できない。 
※複数の商品カテゴリを兼務している 
 
地域小売業の専業以外の商品カテゴリの地域卸売業・消費財製造業も営業、 
物流コストの観点から、地域小売業をサポートできない。 
 
人件費の低減が生き残りのために必須である一方で、MDやIT活用できる人材 
の育成、確保ができていない。 
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2．草の根CPFRサービスによる 地域流通業の活性化 

Small size CPFRの 実証・実験 
 

Think Big , Small Start 

CPFRは何故 進まないのか 
グローバルに 大規模に 進めようとするので進まない 
 
以前、草の根VANとして 当時USが普及・拡大に悩んでいたVANを 
普及・拡大させた ファルマ（ドラッグストアの起点） 

草の根 CPFR 
Small size CPFR 実証・実験 
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2．草の根CPFRサービスによる 地域流通業の活性化 

小規模・ローカルな 実証・実験 
 

小規模・ローカルな消費財製造業、卸売、小売のサプライチェーンで実証実験 

小規模・ローカルな消費財製造業、卸売が主流の商品カテゴリ 
 

菓子、珍味、酒類（清酒、焼酎、ワイン、など） 
 

主導者が不在の商品カテゴリの 
サプライチェーンで実証・実験 
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6 

競争が激化するこの小売業界で、専門分野に人力を集中して、より企業の体制強化を支援
する為のサービスです。 
お客様の、お酒の売り場を株式会社ケーエルシーに業務委託します。 
「品揃え」「棚割」「値付け」「商品の改廃」「販促」「商談」「発注」等の業務を株式
会社ケーエルシーに委託いただき、酒売り場の収益の向上を図ります。 
 
お客様は「入荷検品」「品出し」等の、株式会社ケーエルシーが依頼する業務だけをおこ
なっていただきます。 
 
業務の評価は、個々の業務の評価ではなく、各月に出るお酒の「売上総利益」をもって評
価して戴きます。 
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ケーエルシー業務 食品スーパー業務 

3．酒類CPFRサービスモデル 
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ケーエルシー 

酒専門 

店（小型） 

メーカー 

 

ベンダー 

ベンダー 

メーカー 

メーカー 

酒販売 

業態店 

酒専門 

店（小型） 

発注 

サーバ 

ＰＯＳ 

サーバ 

全国６００店 

地域卸 

全国２０社 

   ８０拠点 

酒類CPFRサービス ■既存ネットワーク 

新しい商流 

新しい情報流 

酒類CPFRサービス 
品揃え、棚割計画 
陳列（発注点/適正在庫設定）計画 
予測発注、在庫管理 
発注、補充（品出し） 
販促計画、店オペレーションetc., 

3．酒類CPFRサービスモデル 
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店舗 

卸様 

グラン 

ぷち 

本部 

POS 

レジ 

商品出荷 

納品・検品 

陳列 

モノ（商品・納品書・ 
請求書・お金）の流れ 

データの流れ 

商品マスタ 
（稼働前） 

所定フォーム 

POS

販売 

デー
タ 

商品販売 

商品発注 

FAX発注 

（データ転送可） 

検品・陳列 
店舗期首 

在庫確認 

所定フォーム 

POS 

マスタ登録 

廃盤商品 

新規 〃 

改定 〃 

発注 

EDI 

代金請求 

商品商談 

所定フォーム 

情報の流れ 

入荷差異 

客注受注 

欠品連絡 

所定フォーム 

（期首在庫＋納品分） 
 －POS売上 

需要予測販売 

数量 

発
注
数 

需要予測型自動発注 

商品入替 

3．酒類CPFRサービスモデル 
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赤破線枠＝所属ブロック実績 青枠＝実施店実績 

品揃え見直し 売価見直し 

品揃え、売価見直し 

3．酒類CPFRサービスモデル 
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予測値 

売価 平均 

     １ 

売価平均より低く 

予測平均より高い 

  ２ 

売価高く 

予測高い 

  ４ 

売価高く 

予測低い 

  ３ 

売価低く 

予測低い 

  ３ 

売価低く 

予測低い 

3の課題 

 3-1、お客様異なる 

    他店は業務筋客多し 

 3-2、欠品多い 

    発注点、適性在庫設定低い 

    ベンダー欠品多し 

 3-3、同じカテゴリの商品に食われる 

    ソーン１商品チェック   １ 

売価低く 

予測高い 

  ４ 

売価高く 

予測低い 

1,4の課題 

 ・粗利率の変更 

  平均粗利より高い⇒売価ダウン 

  平均粗利より低い⇒売価UP 

 ・ベンダー交渉 

 ・売価を上下して、シミュレーション 

  を行い、数量UPするかどうか確認 

検討優先度 ３ ⇒ ４ ⇒ １ ⇒ ２ 

3．酒類CPFRサービスモデル 
品揃え、売価見直し 



4．酒類CPFRサービス実証実験報告 

売上（前年同月比） 

荒利率（前年同月比） 

構成比（導入前９%） 

アイテム数 

自動発注開始 品揃強化（売価同じ） 

１１１％ １２８％ 

１１７％ １００％ 

１２．９％ １３．５％ 

５５０アイテム ６５０アイテム 

実証実験店･卸売 和歌山県 業務スーパー（ 青果、食品、酒類）、 
         地域卸売2社、専門卸2社     
酒類売上比率 9% ※一般的な食品スーパーでは5% 
実証実験 2012年8月、9月 ※12月から 第2フェーズ 
       8月は 品揃えは現状のままで、自動発注のみ実施 
       9月は 品揃え強化（100アイテム追加）＊追加のみ 
       ※既存商品の売価変更はせず 
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売価変更 

販促実施 

スタート 

ＳＭ内酒売場 

展開 

1２月 

先行店 

開始（予定） 

1月 2月 3月 4月 

実証実験 

1号店 

実証実験 

2号店 

成功報酬 

モデルの実行 

地域菓子卸売 

との取組み 

モデル確定 
実証店 

開始 

実証店 

検証 

5．草の根CPFRサービスの今後の展開 
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